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１ 地区の位置付け（ポジショニング）
と将来の方向性の図表の見方 
 

地区別の観光交流振興計画の「図表 ポジショ

ニングと将来方向性」は、代表的な観光地・観光施

設に来訪している客層の現状から、各地区の位置

付けを《集客エリア（横軸）》と《観光客層（縦軸）》の

２つの軸で整理するとともに、「観光」「交流」「レクリ

エーション」「日常生活の交流・レクリエーション」に

分類しています。 

（１）横軸（集客エリア） 

来訪者の居住地特性（集客エリアの広さ）を表

す軸で、左側に行くほど集客エリアは狭く、市内や

周辺市町といった近隣からの来訪者のウエイトが

高く、右側に行くほど、集客エリアは広くなります。 

（２）縦軸（観光客層） 

来訪者の年代特性や目的性の強さを表す軸

で、上方に行くほど多様な世代が訪れるという特

性や「観る」を中心とした一般的な観光志向に対

応する観光地・観光施設としての性格を示してい

ます。 

 

 

 

逆に、下方に行くほど特定の世代層が訪れる

ウエイトが高く、特定の目的や志向性の強い来訪

者、あるいは、リピート性のウエイトが高くなります。 

また、各地区の将来の方向性を「より遠方から

も集客できるような方向（横軸右方向）」に導いて

いく場合、「より一層多様な世代にとって魅力的

に感じられる方向（縦軸上方向）」に導いていく場

合、「明確な目的を持って何度も来訪する特定

の客層にとって魅力的に感じられる方向（右下方

向）」に導いていく場合の３つの視点から整理して

います。 
 

２ 重点プロジェクトと事業の位置付け 
 

地区別の観光交流振興計画で取り上げている重

点的に取り組む重点プロジェクトや各事業は、地区

の観光まちづくりを推進していくために必要と考えら

れる事業例です。展開シナリオのフローや各事業は

一例であり、効果的、効率的な事業展開を行って

いく上では、この展開シナリオの順序や事業内容等

を柔軟に変更していく必要があります。
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交 流 【特性（定義）】 
●ビジネスやスポーツ観戦など特定目的
での来訪であったり、密度の濃い関係
性を求めた来訪やかなりの頻度の来
訪であったりするタイプ 

【観光資源・観光施設（例）】
●豊田スタジアム・豊田市美術館、グリ
ーンツーリズム、エコツーリズム、テク
ニカルビジットなど 

【特性（定義）】 
●日常生活圏域で日常生活の一環で行
われる交流・レクリエーションであるタイ
プ 

【観光資源・観光施設（例）】 
●地元のお祭り・イベント、近所の市民農
園、地域施設（地域の郷土資料館や
生涯学習施設）、都市公園など 

【特性（定義）】 
●休養や娯楽、遊びを目的に市内や県
内など近隣からの来訪者が大半を占め
るタイプ 

【観光資源・観光施設（例）】 
●愛知県緑化センターや鞍ヶ池公園、旭
高原元気村など 

【特性（定義）】 
●比較的多様な層の不特定多数の来訪
者が比較的遠方からも訪れるタイプ 

【観光資源・観光施設（例）】
●香嵐渓や足助屋敷、小原の四季桜や
和紙のふるさと、香恋の館、どんぐりの
里いなぶなど 


